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1)潰癌性大腸炎粘膜局所 におけ る IL-8

mRNA LT)発現iこ関する検討

新井 太 書高橋 達
古川 浩I--･朝倉 均 (新潟大学第三内科)

【は じめに】潰壕性大腸炎 (UC)と lL-8!･_LT)関連

は.最近では PT-PCR法を月山､て mRN̂ L/T)しべJL

で検討が進んでおりその重要性が注目されている.今回

我々は.Z'TEStlltLhybridization法を用いて lL-8mRNA

の局在を組織切片上で検討 したので報告する.

【対象と方法】活動期 UC IO例､非活動期 UC 5例.

をこ対するジゴキシゲこソでラベル した cDNA プロ-プ

を PCR法で作成 し,hybridizationを行った.ごゴキ

シゲエソに対するマウスモノクロ-サル抗体を反応後,

金コLIA(卜~標識の2次抗体を反応させ,さl､)にこの金二-I

ロ[ドiこ対して銀粒-fせ凍解させる irlmun(ナgOldsilver

staiI1irlg(IGSSl法にて可視化した.

【結果】活動期 UCIO例中4例に陽性細胞を認めた.

これらはおもをこ粘膜固有層に浸潤 したマクロファージ様

の細胞であった.ステロイ ド治療不応例では粘膜上皮の

対照群では陽性細胞は認めなかった.

【結語】1.LJCの粘膜局所における IL-81mRNA の

局在を iltLqlfuhybridization法により証明 した.2.

その陽性細胞はおもに粘膜固有層に漫潤したマクロプァ-

ジ株細胞であったが,粘膜上皮細胞陽性例も存在した.3.

1L-8mRNA の増加を介した蛋白の産生克進が UCの

活動性に強 く関わっていることが示唆された.

2)満場性 大腸 炎に対す る Azathioprineの

効果と限界

月岡 恵 (雷 漂 詳 病院)

難治性漁癌性またはステロイ ド抵抗性の濃癌性大腸炎

15例に Azathioprinc50mgまたは 100mgを経 口投

!j-した.治療効果は常勤7帆 有効2例.無動6例であ

り,投与慶による運は認めなかったが,慢性持続塾の難

治性漁癌性大腸炎4例は全例が無効であった.ステロイ

ド使用量は Azathioprine投与前の平均 34.4mgかi-っ

投与後は平均 6.9m藍 まで減魔が可能であったが,ス

テロイ ド減最中の再燃が有効以上の9例率7例で認めら

れた.Azathioprine を中lt二した4例 (無効例を除 く)

のうち3例は中止2九月以内に再燃または増悪をきたし

た.対象例の長期経過では.再燃後iこ講治糖に反応 しな

い例や Azathioprirleの再治墳効果が認め l̀)かない例

が多く,嘗効例の7例中5†礼 有効例の2例中 1例に外

科治療が行わJtた.

3)太腹低異型度癌の遺伝子異常
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E背斎】大腸癌は,細胞異型度から高異型度癌と低異

型度癌とに分けられる.両者の生物学的悪性度は異なり,

それぞれ高悪性度癌と低悪性度癌に相当する.

【目的】大腸低異型度進行癌の発生 ･進展過程におけ

る遺伝子異常を高異型度進行癌と比較 し.その特徴を明

らかにする,

【材料および万法】外科的切除された進行大腸癌53例

(低異型度進行癌13凧 高異型畦進行癌40例)を対象に,

p53遺伝子の突然変異を PCR-SSCP法により,紘-Fas

遺伝子 Lcodon121(')突然驚異を nestedPCR;RFLP

法により検索 した.

【結果】p53および KTaSの突然変異は,それぞれ

低異型度進行癌LT)54.Solo(6:ll)および69.200(9/■13),

高異型度進行癌の76.2% (16/紬 および32.1% (9/28)

をこ認められ,A-rasにおいて有意差を認めた.

【考察】大腸癌の組織発生iこは,Adenoma-c ancer

sLnquenL:1,と denovo発生の2つがある.前著では K-ras

の突然変異が高率であるのに対 し,後者ではその頻度が

低いとされており.低異型度進行癌の多くは Adenoma-

eareinomasequenceを経るものと想定 された.


